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94.室蘭市における空き庖舗対策事業に関する考察

一商唐街の再編と活性化をめざして

A Study on Countermeasure Project for Vacant Shops in Muroran City 

ーTowardfor Restructuring and Revitalization of Shopping Districtー

吉岡宏高七大坂谷吉行"
Hirotaka Yoshioka and Yoshiyuki Osakaya 
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1 研究の背景と目的 る.高織ほか幻は、再開発と駐車場整備の効果分街に基

室蘭市は、基幹盛業である鉄鋼業(新日鉄、日本製鋼 づ〈中心商業地活性化酔商を紹介している.今闘"は、

所)の発展とともに明治以降の日本の近代化や第 2次世 住民主導による商底街の活性化を考察している.遠藤ほ

界大戦後の日本経済の復興や高度成愛に歩調を合わせる かりは、大型唐の立地に伴う地方都市の商業集積の変化

ように発展してきた，しかし、 1971年のドルショッ夕、 を分析している.室町ほか"は、都心商業地の衰退と郊

1973年の第 1次石油危機. 1979年の第 2次石油危機内の 外大型眉の立地の関係を分析している。大板谷引は、商

対応から、基幹産業の人員合理化が相次いで進められ、 業近代化許画に関連して空き唐舗にも言及している.こ

その結果、室蘭市の人口は1969年の 183千人から、 1989 れらの匠桂研究は、中心商業地が勉えている問題の一つ

年の 121千人と大幅に減少した.このような大幅な人ロ として、空き庖舗の発生を認識していても、空き底舗対

減少は、室蘭市全体の小売業に深刻な影響を与えた. 策を主たるテーマにはしていない。

1991年末に新日鉄の最後に残った高炉 1基の存続決定 本研究は、平成 6年度策定の『室蘭地域商業近代化計

により、大幅な人口減少に歯止めがかかったが.高齢化 面』 ηを上位計画とし、平成 8年度の『空き地・空き庖

と少子化の進行により、人口の微減傾向が続いており、 舗調査J"と平成 9年度の『唐錦等への投資意向調査J" 

今後も続〈と予想される. を踏まえ、平成10年度に実施した『商唐街活性化先進事

こうした状況の中、空き唐舗や空き地が発生し、商廃 棄〈空き底舗対策事業) J 10) の背景、内容、特徴、照

街の連続性を失わせ、魅力や活力の低下を招いている. 題点、今後の課題等を明らかにすることを目的としてい

空き腐舗対策は、室前市に限定した問題ではなく、多 る。本研究で扱った空き腐鎗対策事業は、空き盾鋪等の

くの地方中小都市の商業地に共通した問題である. 活用による集客効果を実験するとともに、商府街の機能

多くの地方中小都市で人口の微減傾向が続いており. 的再編と空間的再編の可能性を探るものと言える.

今後も続〈と予担されている以上、基本的に人口に比倒

する小売業の底舗数が減少し、受き唐舗が発生すること 2 商庖街空き腐舗対策事業

は避けられない，人口が減少しているのに空き庖舗が発 小売商業に関わる各種施策は、平成 10年度に中心市街

生しないとすれば、それは庖舗当り小売販売舗の減少、 地活性化が大きなテ マのーっとなり、法整備と予算緒

即ち、生産性の低下を意味する.空き底舗の発生による 置が講じられた.法律函では、中心市街地活性化治と大

積唐街の連続性の喪失は、商庖街の魅力や活力を低下さ 規模小売庇餓立地法が制定され、都市計画法が改E され

せるので、商盾街のさを間的な再編が必要になって〈る. た.これらは「まちづくり 3法』と呼ばれている.予算

高庖街の活性化に関して、長井ほかけは、商宿主の属 函では、補助事業の大幅なf償額を受けて、従来の事業を

性と商業活性化計画への参加意欲との関係を考策してい 統合した「商盾街等活性化先進事業Jが創設され、①安

牟正会員 フ P ープランナ~ (Free Pl annner) 

帥正会員 室蘭工業大学建設システム工学科(MuroranInstitute of Technology) 
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き唐舗対策事業、骨駐車対抗事業、岳商唐街活性化事業

及び申それらの組み合わせ事実に細分化されている.

①の空き底繍対策事業は、空き底舗を利用して、 a.各

種イベント、 b 情線提供、 c チャレンヲシ冒ツプを実験

的又は暫定的に行っている.過去 3年度分の事業の事例

から内容を見ると、商底街の特徴を踏まえて、取捨選択

的に各種イベント、情報提供及びチャレンジショップを

3点セットにして実施している事例が多い.商，.街空き

盾舗対策事業は、日本商工会議所→市町村の商工会議所

→商唐街という流れで助成が行われている.日本商工会

議所が各年度の報告書川 12) 131を作成している.

3. 室蘭市の商業の状況

室闇市民の鷲買先の時系列変化を表 1に示 Lたが、

重酬市の自市吸引率は、低下傾向が続いており、特に平

成 6年から平成10年に約 10ポイントも低下している.こ

れは、袋一 2に示したように商業近代化計画{平成 7年

3月完成)の進捗状況が中島旭区を除〈と、順調と言え

ないことや投資意欲の低調さとも密接に間違している.

室間市の商業地区は、その地形的条件から平地が少な

〈‘市街地(商庖街を含む)が固-1に示すように分散

図 1 商業近代化計画の対象 5旭区の位置図

表 -2 商業近代化計画の概要と進捗状況

的に形成された.中央旭区の小売業は、戦前から昭和50

年代前半まで市内第 l位のシェアを誇ったが、市内の東

室蘭方面への人口移動やそれに伴う唯ーの百貨腐の移転

等により、昭和同年に中島地区が第 1位どなり、中央地

区は第 2位となった.その後、中島地区が主主簡市の『商

業中心j の組位を固めている.中央地区はその後も第 2

位を維持しているが、そのシェアは昭和四年に24.8%、

平成 10年に 15.1%と徐々に低下し、地盤沈下が B立つ.

中央絶区の白地区吸引率は、総合{金品目)で58%であ

る.平成 6年の人口は10，388人であったが、これも徐々

に減少しており、同時に高齢化が進行している.商業近

代化肝酉では、室蘭港に近い立地条件、釜聞の中心とし

て発展し、室蘭の綬盛期に栄えた歴史的経緯、高齢化の

進行という現状及びクリエイティプタウン(旧国鉄周地

等の土地区画聖理事業〉とリフレッシュタウン〈既存商

唐街)が新しい室前駅を中心に鳥の両翼のように位置し

ていることを踏まえて、中央地区のキャッチフレーズを

『クイング・シティ 歴史をなぞる ふれあい・やさし

表-1 室蘭市民の111買先の時系列車化叫

地区名

中失地区

絵画地区

東地区

中島地区

本給商他区

市内他地区

室簡市の計

lt別地E 叫

その他地区等叫 1 3.3%1 6.1% 

合計 1 100%1 100% 

叫各年の消費者動向調査による。

事2登別市鷲別地区は、室榔の市街地と速担している。

叫蜜別市その他地区、伊達市、苫小牧市、札幌市が含

まh.る.
太平静

S59年

24.8% 

5.4% 

11. 2% 

35.7% 

4.3% 

15.3% 

96.7% 

…一一一…一一一説一一一…

H'年 HIO年

15.9%115.1% 

6.2% I 3.6% 

12.4%112.2% 

40.7% 1 40.9% 

3.5% I 2.9% 

14.4% I 8.5% 

93.1% 183.2% 

2.7% I 9.3% 

4.2%1 7.5% 

100% I 100% 
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い潜・まちなみJ とした。また、中失旭区の他区ピジョ 5 室自前市における空き唐舗対策事業の概要

ンは.表-2に示したように「地域型商庖街+特化型衛 (1)実危機関 室蘭商工会議所

業集積』である.特化型商業集積の内容は、①市役所、 (2) 協力機関

国や北海道の出先機聞があり、行政中心という特徴を踏 ・'"嫡布、北海道通産局、胆後支庁、実繭市高信街振

まえた「業務綾J をテ ヤとした特化型商業集積、申新 拠組合連合会、室蘭消費者協会、その他

しい観光スポットになった白鳥大橋{平成10竿 6月に閉 口)対象地)E，室前市中央地区

通)、入江総合運動公園、イルカ&クジラ・ウォッチン (4) 対象商庖街組織

グの観光船やフェリ が発着する起きに近いことを踏まえ ・室蘭浜町商盾街復興組合.室前中央通商底街綬興組

た『観光. 9ゾ ト・スポ ツJをテ マとした特化型 合、室蘭中央町 2丁目商唐街復興組合

商業集積、@歴史的建造物に指定された旧室蘭駅及び室 (5) 総事業費 42，413千円

蘭の歴史的経緯を踏まえた「伝統・歴史 老舗』をテ (6) 実施期間

マとした特化型商業集積の三つが提突された平成10年 4月 1"-平成11年 3月31日

(7)実施組織

4 愛車町市における空き居輔等の発生状況 ・事業を計画的かっ効率的に実施するために実行委員

1996年に商業近代化計画の対象 5旭区で実施した『空 会と作業部会を設置した.実行委員会は委員27人で

き地・空き底舗調査』では、表 -3に示したように 5地 内訳は商業者 10人、商工会議所 5入、行政 5入、そ

区合計で、空き府舗 129件と空き地26件が確認された. の他(学識経験者、消費者等)が 7人である.

これらの大部分は1990年以降に発生したものであり、空 ・空き腐鱒対策が中央組区の固有の課題ではな〈、他

さ唐舗の過半は築30年を超えた老朽物件であり、所有者 地区にも共還の課題であるニどから、絵菌、束、中

は高齢者が極めて多い。また、商業者の投資意欲が低調 島及び本幡西の商業者代表も委員に加わった.

なことは、老朽庖舗の建嘗や空き地の取得が進まな〈、 ・実行委員会は 5回開催され、事業実施酔商やチャレ

空き底舗やさ主き池がそのまま存在することを意味する. ンジシヨ~プ募集要僚の検討、中検施設の効果や爾

空き底舗と空き地の発生状況、平成 9年商業統計の商 査結果の分析、報告書(案)の検酎を行った.

唐数、商底数の瑚減率(平成 3年との比絞}を合わせて ・各商唐街緩興組合が希隻する中核施設の自主的な選

考えると、空き盾舗の件数では中央地E、衡盾数の櫓減 営を目的にして、 3つの作業部会(各々、組合員 10

率では給西地区が深刻な状況にある。 人)を組織した.各作業部会は 6-10回開催され、

空き庖舗等の調査結果{分布状況を含む}及び平成 9 中核縮設の企画、準備、運営及び所有者との賃料5毎

年商業統計の地区別分析結果を提示して、商業近代化計 渉を担当した.合同作業部会(3つの作業部会の計3

商の対象 5地区に対するヒアリングを行った結果、中央 0人+中失商底追合会 1人)を 4回開催し、相互調整

地区のみが f空き底舗対策事業Jの実継に手を挙げたの と中伎鑑設の効果のとりまとめを行った.

で、商工会議所は、中央地Eを対象絶区に選んだ(，)中核施段

表 8 空き膚舗と空き地の発生状況等

地区名 空き居舗 空き地 商l苫数 t智被率

中央抱区 4 5 f~牛 2件 2 8 3 .A. 14. 2 

輸西地区 2 7件 2件 1 1 3 ... 22.1 

京地区 1 0件 2件 24  3 ... 8. 6 

中島地区 2 4件 8件 3 3 8 3.0 

本舗西地区 2 3 {!キ 1 2件 8 9 ... 19. 8 

5地区の合酔 1 2 9件 2 6件 1，066 .1.. 9.7 

"空き盾舗と空き地の件数は、平成 8年の「空き庖

輔・空き地発生状況鶏査』による.

キ2商唐数は平成 9年商業統計調査による.

時期減率は平成 3年商業統計の唐締数と平成 9年商業

統計の唐舗数の比較による増減率{単位:%)で、

..はマイナスを表わす.

①ホニ£ ル・ザ・ヲールド， 9 8室蘭

-遺定 イルカ&クジラ・ウォッチングの観光船が発

着する港に近いことを踏まえた「観光・りゾート・

スポ ツ』をテ マとした特化型商業集積の具現化

と開催期間(7月と 8月)を意識して選定した.

-運営:室蘭浜町商府街復興組合.同組合員が交代で

会場に 1人常駐して、説明等にあたった.

・8各所 浜町アーケード内のパチンコ庖 2惜の旧ディ

スコを使用した. (床面積 688.0nO

・期間 平成10年 7月 1日-8月31日 11: 00.......18: 00 

・内容 全国から集めたクジラ・イルカの写真を中心

に様々な展示や体験コーナ (クジラやイルカの鴫

き芦等の体験)をE安置し、地元住民や観光客に海洋

観光情報を発信した.同年 6月に開通した白鳥大織

の開遜記念グァズとともに海洋グッズを販売した.
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@削商ギャラヲ一 段周辺の空き底舗に家賃繍劫{空き底舗対策事業湖

・選定 「伝統・歴史・老舗Jをテ マとした特化型 問中の家賃を全額補助}と改装費補助(改装費は入

商業集積}，文化活動を意識して選定した. 居者負担であるが、必要最低限の修繕に 50万円を上

・運営.室前中央通商唐街復興組合.組合員が交代で 限に繍助)を前提にして、入居希望者を公募した.

会場に 1人常駐して、入弱者に対応した。 ・募集した 6物件に14件の申込があり、審査及び所有

場所 中央町 2丁目の中央通沿道の旧パン腐の 1，著 者と希望者の交渉の結果、次の 3ili舗が閑居した。

を使用した。(床面積 103.4nO ・1号唐 ドラッグスヲロー{車・化粧品販売)

・期間 平成10年 7月 8日-12月271"1 10:00......18:00 • 2号陪 カリフォルニアマーケット(婦人限販売)

・内容 柏 2週間単位で写真展 4回、絵画展 7回、臨 ・3号E とん食っ食くトンクック> (飲食腐)

函展 2園、周刻展 1回、書道展 1目、アエメ展 1図 ・残りの 3物件は、賃料交渉が難航し、断悲した.

の展示と落語独演会 1回を連続的に開備した(10)調査事業

・その他 事業終了後も、室蘭中失通商鹿街援興組合 空き宿舗対策事業で得られた知見を中央地区だけでな

が自主的にギャラリーを継続じて運営している<.市内の他地区にも活かして、商業近代化許面や空き

骨タウン・ナピ(TQWNNAVI) 庖舗対策の錐進及び空き底舗対策事業の効果その他を把

・遺定 行政機関や民閉幕苦所の立地という特徴をE 握するために以下のような各種調査を行った.

映させた T業昔核Jをテーマとした待化型商業集積 申消費者動向調査(中央池13:)

とマルチメディアを意議して選定した. ②消費者とのヲータショップ

・運営 室蘭中央町 3丁目商膚街復興組合。パソコン 骨来街者アンケ ト綱査

を使えるアルバイトが交代で 1人常駐し、来場者に @中核施設来場者アンケ ト調査

対応した.講習会時にはアルバイトを憎員した@中央地区商業者のヲ クシヨジプ

・場所 2中央町s丁目の中央通沿道の旧害賠の 1階を 骨近代化計画策定 5j也Eの街業者ヲークショップ

使用した. (床面積 143.3rri') ①消費者動向調査{室前市、建別市、伊達市〉

・期間.平成10年 7月 7日-12月28日 11 :30.....19:30 ⑥委員会ワークショップ

・内容 パソョン、インターネットを無料開放すると @荷I苫街影響度アンクート調査

ともに、初心者向けの講習会(ホームページ、電子 骨商E街影響度ヒアりング調査

メ ル}を実施した.また、中央町 3丁目商腐衝の

各商居を紹介するホ ムページを開置した 6 室蘭市における空き底舗対策事業の効果と課題

(9) チャレンジショップ 前遣した速の調査結果に基づいて、空き盾舗対策事
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・中核施設周辺への新規出府の誘噂するため、中核施 衆の効果と課題を以下に述ペる.

国-2 中綾施設とチャレンジ νョップの位置回

(!)空き庶舗対策事業の効果

中倹施設に総計17，777人の入場者があった.来街者の

減少傾向が酷いていた中失地区に白鳥大橋の聞温効果で

来街者が瑚加に転じた時期に地区外からの来街者に対応

できる中核施般の存在は、来街者に満足感を与えること

ができた.また.中核鑑設内の来場者は周辺商府衡を回

避しており、商業者にピジネスチャンスを提供できた.

本事業に関連して、営業時問、休底目、品揃えの変更

等の努力をした舘底では、来客数や売上の僧加に結びつ

いた.中犠施設による来街者の誘導や情報発信を通じて

商業の基盤条件を盤えることができ、このような意欲的

に営業活動を展開する商業者に対する支援となった.

調査事業のヲ クγ ヨツプやアンク ト調査を通じて

消費者、来街者、講業者、関係者の意見を集約すること

ができ、商業復興のポイントが次第に鮮明になった.特

に数回開催したヲークショ y プでは、率置な意見が多〈

出て、これまでにない活発な意見交換ができた.



本事業の中核施設は、商業近代化肝函が提業した「特 裏にある商業者のリスク回避の意識)等が、商業近代化

化型商業集積』の有用性を実験する織と位置づけられ、 計荷の具体化に向けた取り組みを停滞させている.

集客効果、来訪者の満足庄の粛さ、周辺商底街への回避 これらの恨本的な問題から生じた現象が、空き底舗問

度の高さから、その有用性を検Eできた. 題であり、対盆療法的な対応では、さらに空き底舗がま健

先行の不遺明感、商業近代化計商の具体化の停滞、讃 え、症状がますます悪化してい〈。意識改2誌を含めて、

底街復興組合構成員の高齢化による活力の低下等で閉塞 恨本的な問題に踏み込まないと、問題は解決しない.

感が漂っていた商庖街の中で、行動を起こして人の流れ

を生み出すことができたことで、商唐街の活性化に向け 7 今後の展望

た取り組みのきっかけを提供できた。(1)商業空間再編に向けた前復

本事業の実鑑により、商E街からの情報発信の頻度が 中央地区で実施した空き底鱒対策事業で明らかになっ

高まり、商百街の存在を来街者その他に広〈アピ ルす た効果や課題及び一連の調査事業の分析結果等を踏まえ

ることができた. て、中央地区に限定することな〈、室蘭市内の商業地の

中央地区は不動産の取引価格水準が商業ポテンシャル 商業機能や商業空間の再編に肉けた理事業を展開していく

に比ペて高いことが、不動産の涜動性を低下させ、空き 前提を盤理すると、以下のようになる。

信舗発生の大きな要因のーつになっていた.中綾施設や ①商業環境の霊化

チャレンジショップに使用した空き腐舗の賃料交渉で、 まちづ〈り 3法(中心市街地活性化法の制定、大鏡模

賃料の引き下げが実現し、今後の健相l関係調整の突破口 小売眉繍立地法の制定、都市計画法の一郎改iE)によっ

ができた。賃料交渉に第三者(衝眉街、宅建業者、商工 て、商業をめぐる環境は新たな局面を迎えている.今後

会議所)が仲介 Lたことが、所有者と賃借希望者の双方 は、国の主哩も、先進的、個性的、事業効果、具体化の

から評価された. 熟度等が鰐価基準になって〈る。自ら商業環境の重化に

(2)空き唐舗対策事業を踏まえた課題 対応しない商唐街は、消費者の支持も受けられない.商

中央地区でほ、白鳥大繍の開通と本事業が重なり、楽 業者i立、これまで以上に自らのリスク管理と同時に将来

街者が噌加し、中被施設の来場者の多〈が商医街を回避 の地区ピジョンに基づくチャレンジを求められている。

したが、来客数や販売額のま首加に結びついた事倒は、営 @商業サイドの対応の限界

業時間、休庖目、品揃えの聖吏等をした個宿等に際られ 郊外型大型唐に既存商唐街の個庖が対抗することは価

た.このように意欲的に販売活動を展開した商業者(個 絡や品揃えの商で限界がある.従って、商J1HliIと商業以

唐)から会〈無関心な商業者まで、商業者の意磁に大き 外の魅力を付加し、荷底街全体の魅力を高めなければ、

なパラツキがあることが、商唐街全体として数少ない食 倒腐は生き残れない.衝庖街の魅カを高める綾となる要

重なチャンスを十分に生か L切れない結果となった. 棄を明確にすることが必要である.

本事業の実施に向けて、商工会議所は、商業近代化酔 消費者も参加したヲータショップ等で明らかになった

商で指術された商蔚街組織の綱互連携の欠如を踏まえて ように、消費者は歩きやすさや界隈性を求めている.侠

中央地区全体のコンセプトの提示や合問販売促進活動等 適な歩行空間等の整備は、商業サイドの対応だけでは限

を求めたが、具体化しなかった. a商盾街復興組合が中 界があり、行政サイドの協カや支援が不可欠である.

核錨設に取り組んだが、各組合単位の事業に留まった. 申基礎的環境整備の必要性

消費者は、 「中央地区全体のイメージ向上』や『供給 駐車場整備や高齢化の進行を踏まえたバリアフヲー対

側の発想ではなく、需要側からの発想Jを求めており、 策等の基礎的環境の整備は、商唐街全体の魅力を高める

このギャップを埋めることができなかった.また、消費 ためにも必要である。ハード商の整備だげでな〈、清掃

者から、 f駐車場がない』、 「イメ ジが恵いあるいは の徹底等による美化活動や役立つ買物情報等の提供の y

暗いJ、 「ゴミ等の散乱J、 『商府街内での情報提供が フト函の対応も求められている.

ない』等、裳礎的環境の未整備が指摘された.こうした 曲具体化の障害の除去

問題点が解消されないと、中核施錠や意欲的な個底に魅 商業者の考えと消費者ニーズとのギャップ及び唐子と

カがあっても、来街者が商庖衝を周遊する意欲をな〈す 大家が妥当とする賃料のギャップは、空間的再編を具体

る.今後、商居街としての基礎的かつ必要候低限の環境 化する際の大きな障害であり、双方の定期的な宜見交挨

は何かを明確にし、整備してい〈ことが求められる. 等を通じて、ギャップを哩める努力が求められる.

中央地区は連続的な商圏の縮小、複雑な不動産の権利 (2) 今後のシナりオ

関係による流動性の欠如、公共に対する依存体質(
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援面績が倹遣いまたは微憎であり、先お暑効阜の低下も見

られず、市内他地区に比ペて投資意欲も低下してない。

ただし、集客カに停滞傾向が見られることから、魅力を

高める努力を怠ると、空き唐舗がま鋼えるおそれがある.

商圏が縮小している中央地区.輸西地区、本輸西地区

は、急激な需要減退(人口、来街者、販売領の減少}に

対して、供給(商唐数、売媛面積)が過剰というアンバ

ランスな状態にある.空き府舗の発生は、需給調整とい

う面から避けれないことであり、それによって発揚効率

の低下を抑えている。しかし、現状は.需要に比A て供

給がまだ週剰であるために投資意欲が低下 Lている.特

に商圏が縮小している地区では、業種業態等の商業機能

の再編と同時に空間の再編が必要である.

商業者が自ら地区再生のピジョンを符ち、実行できる

か否かで、商底衝の将来が聖わってくる.現在、室蘭市

内の衛盾街は大きな分岐点に立っていると言えよう.

シナリオ A は、商圏縮小に対応した空間再編を紋棄し

た場合である.当面、商業集積の維持が可能であるとし

ても投資意欲が着実に低下してい<.再投資がされない

ために商庖街の魅力は低下し、さらに裂き庇舗が発生し

て、商業集績は蹴獲に至る.

シナリオ Bは、商業機能や商業空間の再編に積極的な

対策を講じた場合である.空き腐舗や空き地を活用して

商業空間の再舗を商業機能の再編と同時に行い、新たな

魅力を付加する酔画に基づいた事業が具体化すれば、魅

力的な商居街が再生される。ただし、事業が具体化しな

い場合や大舗に遅れた場合は、シナヲオAに陥る.

(3) 空間再編の考え方

室蘭市の厳しい商業環境を考えると、既存商底街の範

留全体を再生することは、非常に無理がある.

①パターン 1<路線型再編〉

底舗集積庄が高い場所、事業{むのメドが付いた場所、

小売以外の集客施設に近い局所等に集約化する形で再編

する必要がある.

本輸百旭区では旧国道沿いの路線型商庖衝を回国道に

交わる地区勝線道路 2本の各交差点付近の 2箇所に集約

化する形で再編酔函が検酎されている.

申パターン 2<核施設型再編〉

既存商盾衡の範囲内で再生が困難な婦合や再生のため

に残された持聞が少ない濁合には、点在している営業継

躍意志のある盾舗を商盾街の範囲外に集約して新 Lい綾

を形成する方法を躍らざるを得なくなる.

給西組区では核商業鑑設(<らしの広場}に意欲のあ

る商業者が集まる形の再編針商が織討され、新日鉄用地

を借地し、綾商業施震と市民会館{移転}の新築が 1999

年 6月末に内定した.

5臼

(4) 公的主健の必要条件

高業機能や商業空摘の再編を具体化した段階と現況と

のギャップを埋めるためには、商業者の意識改造事<リス

ク負担を前提とし 脅商業者の取り組みが重要である.し

かし、商業者の取り組みだけではギャップを極めきれな

い場合には公的支鍵が必要になってくる.

公的支揖を畳けるためには、以下の 4つの必要条件を

全て満たすことが求められる.

① 公的支援が市民合意を得るためには商業者が消費者

である市民に説得力あるピジョンを持ち、実現に向け

た具体的な実績があること.

申 公的支援は商業者の対応だけでは限界があるために

行うので、意欲のある商業者が自らリスクを背負って

結集すること.

申 公的支援を受けるためには、当該市街地における商

業集積の存続が、市民紅必要と認められていること。

(j) 公的主撞の決定過程や内容が明確にされ、支援効果

{費用対効果)を含む関連情報が公開されること.
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